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論文内容の要旨

本論文は溶融金属による国体酸化物のぬれ現象を明らかにする目的で，溶融金属中の酸素に着目し

そのぬれd性への影響並び、にぬれの増加に伴う溶融金属と固体酸化物聞の反応の機構について研究を行っ

たもので，序論，本文 5 章より成っている O

序論では本研究の意義および、目的について述べている。

第 1 章では，酸素量が極端に少ない条件下での溶融金属による固体酸化物のぬれ挙動を明らかにする

ため，水素雰囲気中において溶融Fe-Co ， Fe-Ni , Ni -Co合金による A1 2 0 3 のぬれを実験的に検討し，

溶融金属を介して水素によってA1 2 0 3が解離する条件下では，低酸素分圧下においても固体酸化物側

から溶融金属への物質移動が起こればぬれ性が増大することを明らかにしている。

第 2 章では，酸素を含む溶融純金属 (Ag ， Ni , Co) および、Co-Fe合金による A1 2 0 3 ， Si0 2 , MgO 

などの固体酸化物のぬれ性を詳細に調査し，高酸素分圧下では溶融金属側から固体酸化物中への金属の

拡散によってぬれ性が増加し，この時生成する反応層は，基本的にはその金属，あるいは金属中に含ま

れる最も酸素に対して活性な金属の最低級酸化物と固体酸化物に関する状態図により予想可能であるこ

とを明らかにしている。

第 3 章では，測定結果に基づいて溶融金属表面における酸素の表面過剰量を求め，この値とこれまで

報告されている溶融金属に対するカルコゲン族元素の表面過剰量の値を用いてKozakevitich の吸着モ

デルについて検討し モデルから計算される値と測定値がよく一致し，酸素を含む溶融金属表面はその

金属の最低級酸化物の単分子層で覆われていると推論している O

第 4 章では，酸素を含む溶融Ni -CO , Ni -Fe合金と A1 2 0 3 またはMgO との反応について界面に生
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じる反応層の成長測度および層内の元素分布より検討し，生成する反応層が溶融金属の最低級酸化物と

固体酸化物の中間層を生成するタイプと全率固溶体を生成するタイプに大別でき，いずれの場合も生成

層内の陽イオンの相互拡散が成長を律速していることを明らかにしている。

第 5 章では本研究で得られた成果を総括している。

論文の審査結果の要旨

本論文は溶融金属と固体酸化物聞のぬれ現象において重要な役割をはたしている酸素に着目し，その

ぬれ性への影響ならび、にぬれの増加に伴う溶融金属-固体酸化物問の反応について研究を行ったもので，

その研究成果の主なものを挙げればつぎの通りである。

1 )溶融金属による固体酸化物のぬれ性は，低酸素分圧下においては固体酸化物の解離によって増大し，

一方高酸素分圧下においては溶融金属側から固体酸化物への金属の拡散によって増大することを明らか

にしている。

2 )各種溶融金属に対する酸素の表面過剰量より Kozakevitch の吸着モデルを検討し，溶融金属表面の

酸素の吸着状態を推定するためにこのモデルが有用なことを明らかにするとともに，酸素を含む溶融金

属表面はその金属の最低級酸化物の単分子層で覆われていると推論している。

3) 溶融金属-酸素合金と固体酸化物聞の反応によって界面に生成される反応層は溶融金属の最低級酸

化物と固体酸化物の中間相を生成するタイプと全率屈溶体を生成するタイプに大別でき，いずれの場合

も生成層内の陽イオンの相互拡散が反応層の成長を律速していることを明らかにしている。

以上のように本論文は，酸素を含む溶融金属と固体酸化物聞のぬれ及び、反応について明らかにしたも

ので，その成果は治金工学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと

認める。
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